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常 SF が先に取り込まれる。 LFが先に取り込まれる例もあるが， 2 本同時に取り込まれることは極め
て少ない。
3) SF はその膜と細胞膜の融合による唯一の方法によって細胞質に裸の Axoneme として取り込ま




4 )細胞質中に入った LFの axoneme は約10分ぐらいの聞けいれん的に beatingするが，やがて
basal body から離れて識別できなくなる。又， basal body もやがて核の近くから離れ，他の構造と
見分けがつかなくなる。
5) axonemeの崩壊は B 管， A管及びアーム，スポーク，中心小管の順に進行し大部分の細胞では
約60分から 90分で完了する。
6 )鞭毛型の細胞骨格を形成していた微小管群も崩壊されるが，その崩壊速度は Axoneme の微小













底小体から離れる。軸糸の崩壊は B 管， A管，および arm ， spoke，中心小管の順に進行し，ふつう
60~90分で完了する。基底小体を構成する 9 本のトリプレット小管はアメーバの体中にかなり安定な
構造として残る。アメーパ型に転換を終えた細胞の周辺部には，微小繊維のみからなる領域が出現し，
とくに膜の突出部では，これらの繊維は方向を揃えている。
鞭毛の消失についての詳しい記述は，これまでなかったが，石上君は，上記粘菌の正常の生活史の
なかで見られる鞭毛構造の解体過程を光顕ならびに電顕の両面からとらえ，極めて説得力のある記録
を提示した。この論文は細胞運動様式の転換に重要な新知見を加えたもので，理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認める。
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